III. 生物機能の設計とタンパク質工学(第 5 回科学技術フォーラム「バイオテクノロジーの基礎と展望」)(1987 年度科学技術フォーラム要旨)(I. 研究所報告) by 猪飼 篤
皿.生 物機能 の設計とタンパク質工学 猪飼 篤(東 京大学理学部助教授)
人 間 が工学 的 に作 る道具 、機 械 に形 と機 能 の関 係が 生物 界 にその 多 くの模 範 例 を持つ実
例 を挙 げ 、 今 日で は この伝 統 が生 物 の世 界 で働 く分子 機械 に まで発 展 され て行 くと ころに
タンパ ク質 工学 の 面 白 さを見 出 して い る。私 が分子 の 世 界 に於 け る傑作 タンパ ク質 と思 っ
て研究 して い るアル フ ァー2一マ ク ログ ロ ブ リン とい うプ ロ テ アーゼ イ ン ヒビ タ.....と脂肪 酸
合 成酵 素 を例 に取 り、前 者 に おいて は 『baitregiund,r七hioester』 な どの仕 掛 け を用
意 しな が らプ ロ テ アーゼ をわな に か けて捕 らえ る風変 りな タンパ ク質 の構 造 を電 子 顕微 鏡
の レベ ル で論 じ、そ の形 と機 能 の 関係 につ いて推 論 を発 展 させ た。 その進 化 につ いて新 し
い機 能 を持 つ タンパ ク質 の 出現 と新 しい器官 の形 成 とい う観 点 か ら、殻 つ き卵 の 出現 と卵
白 タンパ ク質 の進 化 を 陸上 脊椎 動物 の 爆 発 的進化 との 関連 に於 て 論 じた。
つ いで ア ル フ ァー2一マ クロ グ ロブ リン を用 い て培 養細 胞 へ任 意 の タンパ ク質 を運 び こむ
新 しい分子 輪 送 シ ステ ムの構 想 につ いて 発表 し、そ の 具体 的 な例 と して遺 伝 的 にアル フ ァ
ーガ ラク トシ ダーゼ を欠 くFairy病 患者 由来 の培 養細 胞 へ欠 損酵 素 を運び こむ実 験 を紹 介 し
た。 また、免 疫 系 の細 胞 に抗原 タンパ ク質 を運 び こみ 、抗 体 の 増産 を 目指 す予 備 的 な実験
につ いて 紹 介 した。
分子 工 場 とも いえ る脂肪 酸合 成酵素 に ついて は、 その働 きの シス テム と しての 統御 につ
いて実 験 を紹 介 し、溶 媒 の粘 度の 影 響 の よ うな 分子 レベ ル に おけ る流 体力学 的 な因子 につ
いて解 説 した 。今後 の 酵素 の 機能 改 善 に お いて は、 この よ うに流休 力学 的 な働 きの改 善 も
考 えな くては い けな くな るだ ろ う。
以 上 、 タ ンパ ク質 を工 学 的なデ バ イス と して見 た ときの特 長 につ いて考 察 し、将 来 の タ
ンパ ク質 工 学 の進 む べ き道 を考 えた。
IV.バ イオテクノロジー関連産業の今後を占う
伊藤敏雄(野 村総合研究所技術調査部主任研究員)
生命の本質 にまつわ る諸研究 は、バ イオデクノロジmの 進歩発展を支 える基礎科学 とし
て,産 業界は じめ広 く社会か らの期待 を集めてい る。
わが国における基礎科学研究 の制度体制が必ず しも充分 ではないと指摘されている一方,
基礎科学の今後の推進 には、技術的応用分野 との連携 をはか る必要性が高 まりつつある。
バイオテ クノロジーに関連 した諸産業のなかで、農業生産 は停滞傾向にあ る。 これに代
わって、わが国の自動車 ・電気機械産業 は、技術の国際的な優位を確立 している。
今後の生命科学 は、わが国では、この ような隆盛な産業分野か らの支援 を受 けることで、
それに関連 した諸技術 と相互 に影響 を及ぼ し合いなが ら展開 して行 くであろう。
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